
川越市・坂戸市・鶴ヶ島市・日高市・川島町・毛呂山町・越生町を結ぶ虹の懸け橋 No. 34
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川越都市圏63万人の広域情報／ 

 

４

レ
イ
ン
ボ
ー
エ
リ
ア
に
残
る

太
田
道
真
・
道
灌
の
足
跡

室
町
時
代
の
レ
イ
ン
ボ
ー
エ
リ
ア
内
で
活
躍
し
た
、
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

父
子
。

今
回
は
、
知
将
と
し
て
有
名
な
道
灌
を
中
心
に
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

太
田
道
灌
、
そ
の
生
い
立
ち

太
田
道
灌
は
、
扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上う
え

杉す
ぎ

氏
の
補

佐
役
を
し
て
い
た
太
田
道
真
の
子
と
し

て
、
永え

い

享
き
ょ
う

四
年
（
一
四
三
二
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
道
真
は
、

龍
り
ゅ
う

穏お
ん

寺じ

（
越
生

お

ご

せ

町ま
ち

）
の
近
く
に
「
山さ

ん

枝し

庵あ
ん

」
と
い
う
と
り
で
を
築
き
、
越
生

周
辺
を
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

地
で
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
道
灌

は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
英
才
ぶ
り
を
発
揮

し
ま
す
。
特
に
暗
記
力
は
抜
群
で
、
難

解
な
文
章
も
す
ぐ
に
復
唱
す
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。

康こ
う

正
し
ょ
う

元
年
（
一
四
五
五
）
に
父
の

道
真
か
ら
家
督
を
継
い
だ
こ
ろ
、
扇
谷

上
杉
氏
は
古
河
公
方
と
関
東
の
覇
権
を

か
け
て
争
っ
て
い
る
最
中
で
し
た
。

河
越
城
築
城

当
時
、
川
越
は
「
河か

わ

越ご
え

」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
道
灌
は
上
杉
持も

ち

朝と
も

の
命

を
受
け
、
古
河
公
方
に
備
え
る
前
線
基

地
と
し
て
、
長

ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）

に
江
戸
・
河
越
の
二
城
を
築
き
ま
す
。

道
真
と
道
灌
が
協
力
し
て
築
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
河
越
城
。
城
周
辺
は
古
河

（
現
在
の
古こ

河が

市
）
に
向
か
っ
て
低
湿

地
が
扇
状
に
開
き
、
そ
の
先
に
は
入
間

川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
敵
の
攻

撃
に
対
し
て
守
り
や
す
く
、
川
を
利
用

し
て
物
資
の
搬
入
も
で
き
る
川
越
は
、

城
造
り
に
適
し
た
土
地
で
し
た
。

道
真
は
家
督
を
道
灌
に
引
き
継
い
だ

後
、
建け

ん

康ご
う

寺じ

（
越
生
町
）
付
近
の
屋
敷

「
自じ

得と
く

軒け
ん

」
で
隠
居
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
道
真
が
隠
居
後
わ
ず

か
二
年
で
あ
る
こ
と
と
、
越

生
と
川
越
の
地
理
的
な
近
さ

を
考
え
る
と
、
河
越
城
の
築

城
は
道
真
の
手
に
よ
る
部
分

が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

伝
説
の
地
・
越
生

越
生
町
に
は
、
道
灌
に
ま

つ
わ
る
有
名
な
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

若
き
日
の
道
灌
が
鷹た

か

狩
り
の
途
中
で

に
わ
か
雨
に
あ
い
、
あ
る
農
家
で
み
の

を
借
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
出
て
来

た
少
女
が
黙
っ
て
ヤ
マ
ブ
キ
の
花
を
差

し
出
し
ま
し
た
。
道
灌
は
意
味
が
わ
か

ら
な
い
ま
ま
、
館
に
帰
り
ま
し
た
。
あ

と
で
「
七な

な

重え

八
重
花
は
咲
け
ど
も
山や

ま

吹ぶ
き

の
実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
か
な
し
き
」

と
い
う
和
歌
が
あ
り
、
お
貸
し
す
べ
き

み
の
（
山
吹
の
実・
の・
）
が
あ
り
ま
せ
ん

と
い
う
意
味
だ
と
知
っ
た
道
灌
は
、
歌

の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
越
生
駅
近
く
に
は
「
山
吹
の

里
歴
史
公
園
」
が
あ
り
、
道
灌
の
伝
説

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
県
の
旧
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
随
一
の
知
将

河
越
城
築
城
後
は
、
現
在
の
レ
イ
ン

ボ
ー
エ
リ
ア
内
も
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ

ま
す
。
道
灌
は
江
戸
城
と
河
越
城
の
守

り
を
固
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
豊と

島し
ま

氏
が
石

し
ゃ
く

神じ

井い

（
現
在
の
練ね

り

馬ま

区
）

に
城
を
築
い
て
、
江
戸
城
と
河
越
城
の

通
路
を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

山
内

や
ま
の
う
ち

上
杉
氏
に
背
い
た
長な

が

尾お

景か
げ

春は
る

が
苦に

が

林
ば
や
し

（
現
在
の
毛も

呂ろ

山や
ま

町ま
ち

）
に
陣
を
構

え
、
河
越
城
を
攻
め
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
道
灌
は
、
河
越
城
の
兵
を

差
し
向
け
て
景
春
を
撃
退
し
、
自
身
は

足
軽
軍
法
と
呼
ば
れ
る
戦
術
で
、
石
神

井
城
を
攻
め
落
と
し
ま
し
た
。道
灌
は
、

数
十
回
の
戦
闘
を
経
験
し
な
が
ら
敗
れ

た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。

や
が
て
関
東
随
一
の
知
将
と
ま
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
道
灌
。
慕
わ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
ね
た
ま

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
方
滅
亡

文ぶ
ん

明め
い

十
八
年
（
一
四
八
六
）
六
月
、

道
灌
は
詩
友
の
万ば

ん

里り

集
し
ゅ
う

九
き
ゅ
う

を
連
れ
て

道
真
を
訪
ね
、
詩
歌
会
を
催
し
ま
す
。

こ
れ
が
父
子
最
後

の
対
面
と
な
り
ま

し
た
。

同
年
七
月
、
糟か

す

屋や

（
現
在
の
伊い

勢せ

原は
ら

市
）
で
、
主
君

の
上
杉
定さ

だ

正ま
さ

に
よ

り
道
灌
は
暗
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
灌
は
そ
の
最
期

ま
で
主
君
の
行
く
末
を
案
じ
て
「
当
方

滅
亡
」と
叫
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
実
、道
灌
を
失
っ
た
扇
谷
上
杉
家
は
、

そ
の
後
急
速
に
勢
力
を
失
い
ま
す
。

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
に
道
真
と

道
灌
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
龍
穏
寺
。
こ

の
寺
の
境
内
に
、
二
人
が
眠
る
と
い
わ

れ
て
い
る
墓
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。 道真・道灌の墓といわれている石塔道真・道灌の墓といわれている石塔道真・道灌の墓といわれている石塔

川越市役所前の太田道灌像川越市役所前の太田道灌像川越市役所前の太田道灌像

山吹の里では、４月中旬から山吹の里では、４月中旬から山吹の里では、４月中旬から
約3,000株のヤマブキが咲きます約3,000株のヤマブキが咲きます約3,000株のヤマブキが咲きます
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自動車の
「川越」ナンバー決定！

レインボー協議会を構成する川
かわ

越
ごえ

市・坂
さか

戸
ど

市・鶴
つる

ヶ
が

島
しま

市・毛
も

呂
ろ

山
やま

町
まち

・越生
お ご せ

町
まち

の５市町で、国に対して要望を行
ってきた「川越」ナンバー。７月29日、国土交通省から
「川越」ナンバー導入決定が発表されました。
●いつから「川越」ナンバーになるの？
「ご当地ナンバー」は、決定した18地域で、平成18年
度中に一斉に導入されます。導入後は、新たに自動車を
取得した場合や名義変更などにより、「川越」ナンバーに
変わります。軽自動車も、同様に変更される予定です。
●全国にナンバープレートの地名はいくつあるの？
現在、全国に87種類（県内は４種類）。「ご当地ナンバ

ー」の実現により105種類、県内は５種類になります。
●「川越」ナンバーの効果は？
①レインボーエリア住民の一体感が高まる②全国に川

越地域をアピールでき、都市圏の活性化、広域観光の振
興が図られるなどの効果が期待されています。

問い合わせ…埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（川
越市政策企画課内）牲049－224－8811内線2114

No.34（2005年９月25日） 編集　埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（川越市政策企画課牲049－224－8811内線2114）

＊レインボーニュースは、埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（レインボー協議会）を構成する７市町の広報紙に統一紙面で掲載しています。

５

10月
■川越まつり
①15日析・16日隻②午前10時～午後10時③一番街ほか
問い合わせ…川越市観光課牲049－224－8811
■福祉であいの広場2005
①16日隻②午前９時45分～午後３時③坂戸市民総合運動公園体育館
問い合わせ…坂戸市社会福祉協議会牲049－283－1597
■越生町・きのこオーナー収穫祭
①23日隻②午前９時～午後３時③ゆうパークおごせ
問い合わせ…ゆうパークおごせ牲049－292－7889
■第18回図書館まつり「本の森の収穫祭」
①②29日析＝午前９時30分～午後６時／30日隻＝午前９時30分～午後４時
③鶴ヶ島市立中央図書館
問い合わせ…鶴ヶ島市立中央図書館牲049－271－3001

11月
■出雲伊波比神社のやぶさめ
①３日積②午前９時～・午後２時～③出雲伊波比神社（毛呂山町岩井）
問い合わせ…毛呂山町歴史民俗資料館牲049－295－8282
■第13回越生町産業祭
①３日積②午前９時30分～午後３時③越生町中央公民館・同館前駐車場
問い合わせ…越生町総務課牲049－292－3121
■第13回生涯学習町民ふれあいフェスティバル
①３日積②午前10時30分～午後２時30分③川島町民会館ほか
問い合わせ…川島町生涯学習課牲049－297－1611
■第２回さかど産業まつり
①②５日析＝午前10時～午後４時／６日隻＝午前10時～午後３時③坂戸市
民総合運動公園・勝呂公民館
問い合わせ…さかど産業まつり実行委員会牲049－282－1331
■いずみDay2005
①12日析②午前10時～午後２時③坂戸市環境学館いずみ
問い合わせ…坂戸市環境学館いずみ牲049－284－7115
■第15回日高市民まつり
①②12日析＝午前10時～午後４時／13日隻＝午前９時～午後３時③日高
市文化体育館「ひだかアリーナ」
問い合わせ…日高市産業振興課牲042－989－2111
■第20回鶴ヶ島産業まつり
①②12日析＝午前10時～午後４時／13日隻＝午前９時～午後３時③鶴ヶ
島市役所
問い合わせ…鶴ヶ島市産業振興課牲049－271－1111
■第15回ふれあい広場
①13日隻②午前10時～午後３時③毛呂山町役場駐車場
問い合わせ…毛呂山町社会福祉協議会牲049－295－3111
■第11回かわじま音楽祭
①13日隻②正午～午後４時30分③川島町民会館
問い合わせ…川島町生涯学習課牲049－297－1611
■第12回毛呂山町産業まつり
①②19日析＝午前10時～午後４時／20日隻＝午前10時～午後３時③毛呂
山総合公園
問い合わせ…毛呂山町経済課牲049－295－2112
■さつまいもフォーラム
①19日析②午後０時45分～③やまぶき会館
問い合わせ…川越市観光課牲049－224－8811
■第５回坂戸市民チャリティマラソン
①20日隻②午前８時～③坂戸市民総合運動公園
問い合わせ…坂戸市市民スポーツ課牲049－283－1331
■第７回ゆずの里ウォーク
①23日積②Ａコース＝午前９時～／Ｂコース＝午前10時～③毛呂山町役場
駐車場集合
問い合わせ…毛呂山町中央公民館牲049－294－1250
■第27回川島町農業商工祭
①23日積②午前９時～午後３時③川島町平成の森公園
問い合わせ…川島町農政商工課牲049－297－1811
■第２回ゆずフェア
①27日隻②午前９時～午後２時③越生町自然休養村センター
問い合わせ…越生町経済課牲049－292－3121
■第６回鎌北湖紅葉まつり
①27日隻②午前10時～午後３時③鎌北湖周辺
問い合わせ…毛呂山町経済課牲049－295－2112

①実施日②時間③会場（変更になる場合があります）

レインボー文化講演会2005
11月20日隻、午後１時30分～４時（午後１時開場）
坂戸グランドホテル（坂戸市）
定員は先着400人。当日直接会場にお越しください。

なお、当日は坂戸駅南口から会場へ、直通バスを運行し
ます（午後０時30分～２時まで、30分間隔）。講演会終
了後も、坂戸駅南口までの直通バスを運行します。
第１部（午後１時35分～）
大宮住吉神楽保存会・坂戸

太鼓（坂戸市）、毛呂山町ミュ
ージックファウンデーション
（毛呂山町）による芸能発表。

第２部（午後２時50分～）
「夢への挑戦」をテーマに、
全日本女子柔道強化コーチ・
古
こ

賀
が

稔
とし

彦
ひこ

さんによる講演。

問い合わせ…埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（川
越市政策企画課内）牲049－224－8811内線2114

埼


